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文 獻

第1章　 緒 言

曩 ニ余 ハ抗大腸菌免疫家兎血清 ト大腸菌體,或 ハ同浸出液 トヲ混合 シ生 ジタル結合物 ヨリ,

細菌凝集素,細 菌沈降素,溶 菌素及 ビ補體結合素等 ヲ同時 ニ,而 モ同一比例 ニ分離 シ,更 ニ進

ンデ分離沈降素液 ヲ以 テ,海 〓 ニ定型的被働性過敏症ヲ惹起 セシメ得タルノミナラズ,沈 降素

價 ト過敏性賦與能力 トハ全ク相平行スルヲ以テ,之 等 ノ各抗體ハ恐 ラク同一物ナルベ シト報告

セリ.爾 後尚ホ純粹 ナル抗體ノ性状 ヲ一層深 ク研究 セント欲 シ,分 離沈降素液ヲ以テスル被働

性過敏症 ニ於テ, Schock死 ヲ起 スニ足 ル最少沈降素量,潜 伏期竝流血中ニ於 ケル沈降素ノ消

失状況等 ヲ,原 免疫血清 ト比較 シ,更 ニ分離抗體 ノ蛋 白消化酵素,酸 及 ビ「アルカ リ」等 ニ對 ス

ル抵抗竝類屬反應,動 物 ニ對 スル毒力等 ヲ精査 セルヲ以テ,茲 ニ其成績 ヲ報告セントス.
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文獻ニ徴スルニ,分 離抗體ノ性状ニ關スル研究 ハ,主 トシテ 菌凝集素,一 部溶血素ニ就キ實施セラレタ

ルモ其數多カラズ.殊 ニ分離過敏性抗體ニ至 リテハ寡聞未ダ之アルヲ知ラズ. Nicolle, Friedemann及 ビOtto

氏等 ニヨリ被働性過敏症 ノ發見以來,之 ガ發症ニハ一定 ノ潜伏期ヲ要スルハ周知ノ如 シ.然 レモ ド潜伏期ハ

亦感作抗體量竝感作方法等 ト,密 接ナル關係ヲ有スルハ明カニシテ,最 近當教室景山氏ハ高價免疫血清ヲ用

ヒテ,被 働性過 敏症ニ於 ケル潜伏期 ヲ極度ニ短縮セシメ得ルヲ實證セ リ.少 量 ノ抗體ヲ以テ感作セル場合 ニ

於ケル潜伏期ニ就テハ, Doerr u. Russハ 静脉内注射ニ在 リテハ4時 間ニテ足ルモ, 12時 間後ニ反應最モ鋭

敏ナルヲ認 メ, Pfeiffer氏 ハ腹腔感作ニ於テ體温下降ヲ目標 トシテ檢査 シ,同 種屬血清ニテハ少クモ24時 間

ヲ要シ, 48時 間 ヲ最良 トシ,異 種血清ヲ以テ シテハ,漸 ク72時 間 ニテ最高ニ達スルヲ報告セ リ.杉 田氏ハ抗

馬血清0.5ccヲ 以 テ海〓ヲ静脉内,腹 腔或ハ皮下注射 ニヨリ感作 シ,抗 原タル馬血清 ノ種々ナル量ヲ靜脉内

ニ再注射 シ,過敏症ヲ起 ス最少抗原量ニヨリ潜伏期 ヲ定メ.靜脉内及ビ腹腔内感作ニ在 リテハ24時 間,皮 下

感作ニ在 リテハ73時 間ヲ最適 トス ト云ヘリ.又Iwanoff氏 ハ抗原1ccノ 再 注射 ニヨリ被働性過敏症ヲ起ス

ニ足ル最少免疫血清量 ノ3-6倍 ヲ以テ,海 〓 ヲ靜豚内注射ニヨリ感作シ,種 々ナル時間ニ該海〓 ヨリ採血

シ,此 血清3.0ccヲ 以テ第2ノ 海〓 ニ注射 シ,翌 日之ニ抗原1ccヲ 再注射 シ,過 敏症ヲ起 スヤ否ヤヲ檢査シ,

以 テ第1感 作海〓流血中ノ抗體消失状況 ヲ窺ヒ,異種血清ニ在 リテハ,感 作4時 間以後 ノ血清 ヲ以テシテハ,

最早第2海 〓 ヲ十分感作スルヲ得ザルモ,第1感 作海〓自身ハ尚ホ6-7日 後ニ於テ著明ナル過敏症 ヲ起 ス

ヲ認 メ,氏 ハ被働性過敏症 ノ發現ニハ,流 血中ノ遊離抗體ハ何等關係ナキモノナ リト結論セリ.

他 方分離抗體 ノ抵抗ニ關 シテハ,三 輪氏ハ熱ニ對スル,谷 田貝氏ハ酸,「アルカ リ」及 ビ熱 ニ對スル抵抗 ヲ

檢査 シ,共 ニ分離凝集素 ト免疫血清中ニ存スル凝集素トノ間ニハ著シキ差異ナキヲ報告セリ. Hunton氏 ハ

「チブス」菌凝集素 ト共ニ感染防禦物質ヲ分離シ,之 ニ「トリブシン」ヲ作用セシメ,内田氏ハ抗緬羊溶血素及

ビ抗「チブス」菌凝集素ヲ分離 シ,之 ニ「カゼイン」消化ニ要スル「トリブシン」量ヨリ,分離抗體液 ノ窒素量ヲ

基礎 トシテ計算セル「トリプシン」量ヲ加へ,消 化試驗ヲ行へルモ,共 ニ抗體 ノ消化ヲ證明セザ リキ.

吉 田氏ハ分離凝集素 ト,免 疫血清 ヲ稀澤 シ凝集價 ヲ同一 トセル免疫凝集素 トヲ,海 狸腹腔内ニ注射 シ,其

消耗朕況 ヲ檢シ,兩 者同一ナルヲ報告シ,須 之内氏ハ分離凝集素ハ原免疫凝集素 ニ比シ1/10ノ 含鹽量ニテ

凝集反應 ヲ發現シ,且 動物ニ對スル毒力微弱ナルヲ證明セリ. Hallauer u. Frunceschetti氏 ハ 最近家兎免疫

血清ヲ分離 シ,「オイグ ロブ リン」或ハ「ブソイ ド.グ ロブ リン」中ノ凝集素 ト,免 疫血清中ノ凝集素ニ就キ家

兎前房ノ出現童ヲ比較 シ,前 者ニ於テ大ナルヲ認メタリ.

第2章　 實 驗 材 料 及 ビ 實 驗 方 法

第1節　 免 疫

免疫動物 トシテハ,體 重2.000-3.000gノ 家 兎ヲ選 ビ,大 腸菌免疫ニ在 リテハ,其18時 間寒天斜面培養 ノ

生理的食鹽水浮游液ヲ,　60℃ ニテ殺菌 シ,各4日 間ノ間隔ヲ以テ菌量ヲ漸次増加 シツツ,牛血清ハ0.5-1.0cc

ヲ,卵 白ハ10%生 理的食鹽水溶液5-10ccヲ,各3日 間 ノ間隔 ヲ以テ反覆靜脉内ニ注射 シ,時 々採血,免 疫

價 ヲ測定 シ,高 價ニ達セル時ハ,最 後 ノ注射ヨリ約7日 頃ニ,頸 動脉ヨリ全採血 シテ血清ヲ分離シ,石 炭酸

ヲ加 フルコトナク氷室ニ保存 シ,常 ニ清澄ナルモノヲ使用セ リ.
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第2節　 沈 降 反 應

A.細 菌性 沈降原. Kolle氏 罎 ノ24時 間寒天培養ニ, 20ccノ 蒸餾水 ヲ投ジ菌浮游液ヲ製 シ, 60℃ 1時 間

加温殺菌 シ,次 デ37℃ ニ48時 間 放置後, Berkefeld氏 濾過器ヲ以テ濾過 シ,微 ニ帶黄色透明 ノ濾液ヲ得,之

ニ食鹽ヲ0.85%ノ 比 ニ加ヘタルモノヲ氷室ニ保存使用ス.本 濾液ノ蛋 白含量ハ血清ニ比 シ,常ニ殆 ド1/1.000

ヲ示 セ リ.「 チブス」,「バラチブス」菌等ノ浸出液 ヲ製セル際ハ,其 蛋 白含量 ヲ大腸菌 ノソレニ一致セシメ

タ リ.

B.沈 降 反應檢査 法.檢 査法 トシテハ,主 トシテ免疫體稀釋法ヲ行ヒ,一 部「ウ」氏法ヲ併施セリ.反 應

ハ共 ニ室温15分, 30分, 1時 間及ビ2時 間ニ觀察 シ,其 成績ヲ順次〓,〓 ,〓,+ノ 記號 ヲ以テ標示セ リ.

本報告中單ニ沈降素價 トアルハ稀釋法ニヨルモノトス.

1. Uhlenhuth氏 法(環 輪法)

沈降原 タル細菌浸出液,血 清或ハ卵白ヲ生理的食鹽水ヲ以テ順次稀釋シ,之 ヲ家兎免疫血清ニ層疊シ,環

輪ヲ現 ス最高稀程度ヲ沈降價 ト定ムル方法ニシテ,從 來一般ニ慣用セラレ居ルモノトス.

2.免 疫 體稀釋 法(環 輪法)

緒方博士 ノ發表セラレタル方法ニシテ,免 疫血清ヲ10%海 〓 血清或ハ1%「 アラビヤゴム」溶液 ヲ以テ順

次稀釋 シ,之 ニ對 シ生理的食鹽水ヲ以テ沈降原ヲ遞降的ニ稀釋セノ,モノヲ層疊 ス,然 ル時ハ沈降原ノ某稀釋

度 ニ於テ最モ強 ク反應 ス.此 抗原稀釋度ヲ結 合帶 ト稱 シ,其結合帶ニ於テ環輪ヲ表ス免疫 置ノ最高稀釋度ヲ

沈降素價 トス.本 實驗ニ於テハ,免 疫血清 ノ稀釋ハ10%海 〓 血清ヲ使用セ リ.

第3節　 被 働 性 過 敏 症 試 驗

體重約260gノ 健康海〓 ヲ選 ビ,其 靜脉内,腹 腔内或ハ皮下ニ,抗 大腸菌家兎血清ヲ注射 シ.一 定時間 ノ潜

伏期後,少 量採血シ,免 疫體稀釋沈降反應 ヲ以テ沈降素價及ビ結合帶ヲ測定 シ,次 デ抗原ヲ靜脉内ニ再注射

ス.而 シテ其用量ハ海〓 ノ血液量ヲ體重/約1/13ト 概算シ,常 ニ抗原ガ宛モ海〓全血液 ニヨ リ該沈降素ノ

結合帶相當量ニ稀釋セラルル如 ク算出セルモノヲ以テセリ.感 作海〓 血液 ニ於ケル沈降素 ノ結合帶ハ,木 村

氏 ノ被働性免疫 ニ於ケル成績 ト同ジク.余 ノ實驗 ニ於テモ常ニ原免疫血清 ト同一ナリキ.

沈降反應ニ於テ,「ウ」氏法ハ決シテ沈降素 ノ量約關係ヲ示スモノニ非ズ シテ,免 疫體稀澤法獨 リ之ヲ極 メ

テ正確ニ指示シ,且 一方結合帶ハ沈降素 ノ特性ニシテ,而 モ極 メテ安定性ヲ有スルハ,緒 方博士ノ該檢査法

發表以來,當 教室諸氏ニヨリ各方面ヨリ立證セラレタル所 ナリ.故 ニ過敏症實驗ニ於テ稀釋法沈降素價 ト結

合帶 ヲ基準 トスルハ,過 敏症ノ研究ニ當リ最モ合理的ナルモノナリ.從 來「ウ」氏法ニヨル沈降價ヲ基礎 トシ

テ行ヘル實驗ニ於テ,不 可解 トセラレタル幾多ノ疑問 ノ,本法ニヨリ著 シク闡明セラレツツアルハ蓋シ當然

ナリト云フべシ.

第3章　 實 驗

第1節　 沈 降 素 ノ分 離 ニ就 テ

沈降素 ノ分離方法ハ,主 トシテ蒸餾水法ヲ用ヒ,一 部ハ生理的食鹽水「メヂウーム」中ニ於ケル高温分離法

ヲ採用セ リ.今 其方法 ヲ簡單ニ記述スべシ.
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1.蒸 餾 水分 離法

沈降原ノ一定量 ト,免 疫血清 ノ一定量 トヲ振盪混和後, 37℃ ニ2時 間放置シ,抗 原,抗 體ノ結合完成ヲ待

チ,後 氷室ニ靜置 シ,翌 朝遠心沈澱ニヨリ上清ト沈渣ニ分チ,上 清ニ就テハ殘存沈降素量ヲ測定 シ,沈 渣ハ

3囘 生理的食鹽水 ヲ以テ洗滌シ,次 デ抗原
,抗 體ノ結合時用ヒタル免疫血清 ト同量ノ蒸餾水ニ浮游 シ, 56℃

水浴中ニ入 レ,時 々振盪 シ, 30分 ノ後取 リ出シ,強 力遠心 ス.其 透明ナル上清ハ即チ分離沈降素液ニシテ,

之 ニ0.85%ノ 比 ニ食鹽ヲ加へ分離沈降素量ヲ測定セリ.

本 實驗 ニ於 テ ハ,結 合度約5/10-7/10,分 離 度1/10-1/20ナ リキ.

2.食 鹽 水 分離法

前項 ト同一方法ニヨ リ得 タル抗原,抗 體結合物ヲ, 3囘 生理的食鹽水 ヲ以テ洗際後,免 疫血清 ト同量 ノ生

理的食鹽水中ニ浮游 シ, 65℃ 水溶中ニ入 レ時々振盪 シ, 30分 後取 リ出シ,遠 心分離 ニ依 リ沈降素 ヲ分離セ

リ.本 分離法ニヨレバ,分 離度比較的大ニシテ,而 モ蛋白含量及ビ抗原 ノ含有量少ク
,且 操作簡便ナルノ利

ア リ,而 シテ65℃ 加 温ニヨリ沈降素ハ何等影響ヲ蒙ラザルハ須之内氏ノ報告 ニヨリ明カナリ.

余 ノ實驗 ニ於 テ モ結 合度 約5/10-7/10,分 離度 約1/5-1/15ニ シテ,前 法 ニ比 シ優秀 ナル ヲ

見 ル.

第2節　 被 働 性 過敏 症 ニ 關 ス ル實 驗

余ハ曩ニ抗大腸菌免疫沈降素及ビ同分離沈降素ヲ以テスル被働性過敏症實驗(潜 伏期24時 間)ニ 於テ,過

敏症ノ強度ハ全然海〓 血清内ノ沈降素價ニ平行シ,一 定量 ノ沈降素ヲ海〓靜脉内ニ注射 シ, 24時 間後抗原

再注射ヲ施スニ,確 實ニ過敏症 ヲ惹起シ得ルヲ證明セリ.依 ツテ更ニ進 ミテ,原 免疫沈降素 ト分離沈降素ノ

海〓感作能力竝潜伏期等 ノ間ニ差異 ノ存スルヤ否ヤヲ實驗セ リ.

第1項　 最 少感作 量 ニ就 テ

1.靜 脉 内注射 ニ ヨ リ感作 セル場合

體重260g内 外 ノ海〓ニ,原 免疫沈降素及ビ分離沈降素ノ種々ナル量ヲ靜脉内注射シ, 24時 間 ノ潜伏期

後,抗 原再注射ヲ行 ヒ,過 敏症 ノ發現ヲ實驗セリ.其 成績第1衰 ノ如シ.

第1表　 最 少 感 作 量 ノ 比 較
(感作-靜 脉内注射,潜 伏期-24時 間)
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同 分 離 沈 降 素 液

上 表 ニ ヨ リ明 カナルレ如 ク,原 免疫 沈降 素 ハ120單 位,分 離沈降 素 ハ100單 位 ノ感作 ヲ以 テ完

全 ニ海〓 ニ過 敏症死 ヲ來 サ シメ得 タ リ.即 チ潜 伏期24時 間 ノ場合 ニ於 テハ,兩 者 ノ間 ニ著明 ナ

ル差 異 ヲ認 ムル コ ト能 ハザ リキ.

然 レ ドモ後述 ノ如 ク,分 離沈降素 ハ其200單 位ヲ以テ海〓ニ靜脉内盛作ヲ施セバ,潜 伏期6時 間ニテ克ク

過敏症死ヲ起サシ得ルヲ以テ,同 潜伏期ヲ以テ シテハ原免疫沈降素ハ果シテ幾何ヲ要スルヤヲ實驗セ リ.其

成績第2表 ノ如 シ.

第2表　 最 少 感 作 量 ノ 比 較

(感作-靜 脉内注射,潜 伏期-6時 間)

分 離 抗 大 腸 菌 沈 降 素 液

抗 大 腸 菌 家 兎 免 疫 血 清

即 チ潜伏期6時 間ニテ,海 〓 ニ定型的過敏症 ヲ起 サシムルニ要 スル沈降素 量ハ,原 免疫沈降

素 ハ800單 位 ノ大量ヲ要 シ,實 ニ分離沈降素 ノ4倍 量ヲ必要 トセリ.換 言スレバ分離沈降素ハ

海〓 感作能力著 シク大 ナルヲ示 セリ.而 シテ潜伏期24時 間 ニ於 テハ殆 ド差異ヲ認 メ難キニ拘 ラ
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ズ,同6時 間ニ於テ斯クノ如 キ著 シキ逕庭ヲ認 メタルノ理由ニ關 シテハ,後 章更 ニ詳述スル所

ア ルレベ シ.

2.腹 腔 注射 ニ ヨ リ感作 セル場合

腹腔注射ニヨル感作 ノ場合 ニ於テ,潜 伏期ヲ24時 間 トシ,或 ハ72時 間 トシ,最 少感作量ヲ原免疫沈降素

及ビ分離沈降素ニ就キ比較實驗セルニ,其 成績第3表 ノ如 シ.

第3表　 最少感作量及 ビ最短潜伏期 ノ比較

(感 作-腹 腔 内注 射)

抗 大 腸 菌 家 兎 免 疫 血 清

分 離 抗 大 腸 菌 沈 降 素 液

上表 ノ如 ク潜伏期24時 間ニ在 リテハ,分 離沈降素ノ220單 位ニ對 シ,原 免疫沈降素ハ1200

單位ノ大 量,即 チ約5.5倍 量ヲ必要 トシ,潜伏期72時 間ニテハ前者 ノ120單 位 ニテ充分ナルニ

反 シ,後 者ハ480單 位,即 チ4倍 ヲ要 シ,共 ニ靜脉内感作ノ成績 ト一致シ,分 離沈降素 ノ感作

能力 ガ著 シク大ナルヲ認メタ リ.

3.皮 下注射 ニヨリ感作 ノ場合

潜伏期 ヲ72時 間ニ一定 シ,原 免疫沈降素及 ビ分離沈降素ノ最少感作量ヲ比較 セルニ,其 成績

ハ第4表 ノ如ク.分 離沈降素ハ565單 位 ニテ足ルニ拘 ラズ,原 免疫沈降素 ハ實ニ1200單 位 ノ多

量 ヲ要 シ,其 比約1:5ヲ 示セ リ,
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第4表　 最 少 感 作 量 ノ 比 較

(感 作-皮 下 注 射)

抗 大 腸 菌 家 兎 免 液 血 清

同 分 離 沈 降 素 液

第2項　 最短 潜伏 期 ニ就 テ

被働性過敏症 ニ潜伏期 ヲ要 スルハ,既 ニ古 クヨリ普ク識ラレタル所ナリ,而 シテ其長短ハ感作ニ使用セル

沈降素量ニ關係スルコト大ニシテ,沈 降素量多量ナレバ,ソ レニ準 ジ潜伏期ヲ短縮シ得ルハ景山氏ノ實驗ニ

於ケルガ如 シ,故 ニ最短潜伏期ヲ比較セント欲セバ,感 作ニ用 フル沈降素量ヲ同一 トスルヲ必要 トスべキハ

言 ヲ俟 タズ,依 ツテ原免疫沈降素及ビ分離沈降素ニ依ル被働性過敏症 ノ最短潜伏期ノ比較ニ當 ツテモ,之 ニ

準據 シテ實驗ヲ行ヘリ.

1.靜 脉内感作ニ於ケル最短潜伏期 ニ就テ

健康海〓ノ靜脉内ニ原免疫沈降素及ビ分離沈降素ノ120單 位,或ハ200單 位ヲ注射シ,幾何ノ潜伏期ニ於

テ定型的過敏症ヲ起スべキヤヲ實驗セ リ.其成績第5表 ノ如シ.

沈降素120單 位ノ感作ニ在 リテハ,分 離沈降素 ハ18時 間ニテ足 ルモ,原 免疫沈降素ハ24時

間ヲ要 シ, 200單 位ヲ以テ感作 セバ,前 者ハ6時 間ノ潜伏期 ニテ過敏症 ヲ發起 シ得ルモ,後 者

ハ18時 間ヲ經 ルニ非ザ レバ過敏症 ヲ來 サズ,兩 者 ノ間ニ著明ノ差異アリテ,分 離沈降素ハ潜伏

期 ノ著 シク短少ナル ヲ認 メ得ベ シ.

2.腹 腔感作 ニ於ケル最短潜伏期 ニ就テ

腹腔感作ニ在 リテハ,分 離沈降素ハ120單 位 ノ少量ニテ, 72時 間ノ潜伏期ヲ以テ克ク海〓 ヲ

過敏症死ニ至 ラシメタル モ,原免疫沈降素ハ,同潜伏期ニ於テ同單位 ノ感作ヲ以テシテハ到底海

〓 ヲ斃 スニ至 ラズ, 480單 位 ノ大量ヲ要 セリ.而 シテ其原因ハ主 トシテ潜伏期 ノ不足ニアルハ,
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第5表　 最 短 潜 伏 期 ノ 比 較

(感 作-靜 脉 内 注 射)

抗 大 腸 菌 家 兎 免 疫 血 清

同 分 離 沈 降 素 液

過敏症 ヲ發來 セシムルニ要 スル最少感作量ノ, 24時 間ヨリ72時 間ニ至 リ逐次減少 スル ノミナ

ラズ,第7表 ノ如 ク,潜 伏期ヲ尚ホ延長スレバ一層少量ニテ足ルヲ以テ見ルモ明カニ シテ,恐

ラク一層潜伏期 ヲ延長 セバ,靜 脉内感作ニ於ケルガ如 ク,尚 ホ少量ノ原免疫沈降素ヲ以テ被働

性過敏症 ヲ起 シ得ルニ至 ルベキハ想像 ニ難 カラザル所 ナリトス.

3.最 少量ヲ以テ感作 セル場合ノ最短潜伏期 ニ就テ

敍 上ノ實驗 ニヨリ明カナル如ク,余 ハ過敏症死ヲ來 スニ要 スル沈降素 ノ最少量 ヲ以テ海〓 ヲ

感作 シ,次 デ抗原,抗 體ノ反應最 モ鋭敏ナル結合帶相當量 ノ抗原ヲ靜脉内ニ注射 シ,其 潜伏期

ヲ檢査 セルニ,分 離沈降素ハ靜脉感作 ノ場合ハ18時 間,腹 腔感作ハ, 72時 間ニテ反應ハ最高 ニ

達 シ,原 兎疫沈降素 ニ於 テハ,靜 脉 感作ハ24時 間ニテ最適ナルモ,腹 腔感作 ニ在 リテハ72時

間ニテハ尚ホ不足 ニシテ,最 適潜伏期 ハ一層長時間ヲ要 スルヲ證明 セリ.此 成績 ハ先人ノ業績
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ト必 ズ シモ一致 セザル モノア リ.然 レ ドモ當時 ハ過 敏性抗體 ノ定 量法確實 ナ ラザ ルノ ミナ ラズ,

再注 射抗 原量 ニ關 シテモ亦一定 ノ準據 スベ キモ ルナ シ.從 ツテ感 作 ニ使用 スル抗體 多量 ニ失 シ,

爲 ニ潜伏 期 短少 トナ リ,或 ハ研究 者 ニ ヨ リ區 々ナル成績 ヲ得 ル ノ結果 ヲ招來 セル モ ルナルベ シ.

第3項　 感作海〓 血液 中 ノ沈 降素量 ト過敏症 トノ關係 ニ就 テ

1.感 作海〓 血液 中 ニ於 ケル沈降 素量ニ就 テ

體重260gノ 海〓 ニ,原 免疫沈降素及ビ分離沈降素 ノ同單位ヲ靜脉内ニ注射 シ, 24時 間後流血中ニ於ケル

沈降素量ヲ測定 スルニ,兩 者 ノ間 ニ殆 ド差異ヲ認 メザルニ反 シ,潜 伏期ヲ短縮 シ, 6時 間或ハ3時 間ニ檢査

セバ,常 ニ分離沈降素ノ方原免疫沈降 素ニ比 シ,沈 降素價低キヲ見ル.而 シテ被働性過敏症發現ニ要スル潜

伏期ハ,之 ニ反 シ既述ノ如 ク,後 者ニ於テ著 シク短少 ニテ足ルハ頗ル注目ニ値 スべク,是 レ分離沈降素ノ生

胆細胞感作能力ノ強大ヲ示スモノニ外ナラザルモノト云フべシ.

前項 ニ於ヲ,余 ハ靜脉内感作ニ於テ潜伏期24時 間ニ在 リテハ,原 免疫沈降素 ト分離沈降素ノ最少感作量

ハ殆 ド差異ナキモ,潜 伏期ヲ6時 間ニ短縮スレバ,過 敏症死ヲ來サシムベキ最少感作量 ハ,兩 者ノ間ニ著シ

ク懸隔アルヲ述 べタリ.是 レ即 チ原免疫沈降素ハ細胞 ニ固着シテ之 ヲ感作スルノ能力,分 離沈降素 量比 シ微

弱 ニシテ,爲 ニ潜伏期6時 間ニ於テハ最少感作量 ニ著シキ差アルモ.潜 伏期ヲ延長セバ漸次細胞ヲ感作シ,

 24時 間 ニ至 レバ殆 ド分離沈降素 ト同一程度ニ達 シ,從 ツテ最少感作量ヲ等シクスルニ至ルモノナリト解 シ

得べク,流 血中ニ於ケル沈降素ガ.感 作後6時 間ニハ原免疫沈降素 ノ方多量ナルニ拘ラズ, 24時 間 ニ至 レバ

兩者殆 ド同一ニ達スルハ,此 間ノ消息ヲ最モ明確ニ語ルモノナリト言 フベシ.

2.感 作 海〓 血液 中 ノ沈降素量 ト過 敏症 トノ關係

海〓ヲ分離抗大腸菌沈降素(120單 位)ヲ 以テ腹腔感作シ,毎 日少量採血シ,其 沈降素量ヲ測定スルニ,第

6表 ノ如キ成績 ヲ得 タリ.

第6表　 被働性免疫(腹 腔注射)海〓血清ノ沈降素

(分離 抗 大 腸 菌 沈 降 素)

海〓(體 重260g)ニ 分 離抗大腸菌沈降素液(沈 降素價1:40) 3ccヲ 膜 腔内ニ在射ス
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即チ沈降素量ハ24時 間 ヨリ毎日減少 シ,概 ネ第3日 ニ於テハ沈降素量1:1-1:2ニ 低下セルヲ見ル,然

ルニ過敏症ノ發現状況ハ感作翌日ハ弱ク,漸 次時間 ノ廷長 卜共ニ増強 シ,第3日 ハ最強度ニ達セリ.此 關係

ハ靜脉注射ニ依ル感作ニ於テモ之ヲ證明セリ.依 之觀之ルニ,過 敏症 ノ發現ニハ,血 液中ニ於 ケル沈降素ヨ

リモ,細 胞 ニ固着セル抗體ノ主要ナル役目ヲ演ズルヲ觀取 シ得べシ,余 ハ更ニ進 ミテ,海 〓ヲ分離沈降素ヲ

以テ感作 シ,最 早血液中沈降素ヲ證明セザル時期ニ於テ,尚 ホ且過敏症ヲ起 シ得ルヤ否ヤヲ檢査シ,第7表

ニ示ズガ如 ク,適 當 ノ潜伏期 ヲ選 べバ此事實ヲ認 メ得ルヲ證明セリ.

第7表　 感作海〓血液中沈降素消失後 ニ於クルし過敏症試驗

(感 作-腹 腔 内 注 射)

分 離 抗 大 腸 菌 沈 降 素 液

抗 大 腸 菌 家 兎 免 疫 血 清

分離沈降素液含有ノ抗原ニ對スル對照(
前處置抗原トシテ大腸菌浸
出液 ノ25倍 稀釋液ヲ用フ )
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本實驗ニ用ヒタル分離沈降素液中ニハ,極 メテ少量,即 チ血清蛋白昌換算 シ1/25,000ノ 抗原ヲ含有セリ,

故 ニ此抗原ニヨリ能働的ニ免疫セラ レタルモノナリトノ非難ナキニ非ラザルべシ.然 レ ドモ海〓ヲ細菌性

抗原ヲ以テ免疫 シ,再 注射ニヨリ確廣ナル過敏症ヲ起サ シムルニ足 ル免疫 原ハ.相 當多量 ヲ要スルハ一般ニ

認 メラルル所ニシテ,蛋 白量1/25,000ノ 如 キ僅微量ヲ以テシテ毎常Schock死 ヲ來スニ足ル沈降素ヲ産生ス

ルモノトハ,到 底思考シ能ハザル所ナ リトス.尚 ホ余ハ之ヲ實驗的 ニ證明スべク,分 離沈降素中ニ含有セラ

ルル ト同量ノ大腸菌浸出液 ヲ海〓腹腔ニ注射シ,同 一潜伏期後採血シ,沈 降素ヲ測定スルモ之ヲ證明セズ,

且同量ノ抗原ヲ再注射セルモ一 モ過敏症 ヲ發起セザルヲ見 タリ.

尚 ホ原免疫沈降素ヲ以テ感作セルニ,此 場合ハ分離沈降素 ニ比シ過敏症 ヲ起サシムルニ大量ヲ要 シ,從テ

血中ヨリ消失 スルニハ長時 日ヲ經過 シ,沈 降素消失後ハ勿論尚ホ存在スルモ,極 メテ少量ナル時ハ,抗 原ヲ

再注射スルモ過敏症 ヲ起サザル ヲ見タリ.是 レ原免疫沈降素ハ細胞ニ固着スルノ能力弱 ク,加 フルニ沈降素

ノ排泄ハ常ニ存 スルヲ以テ,沈 降素 ノ血液中ヨリ一程度迄減少一消失セバ,細 胞 ニ固着セル沈降素量ハ過敏

症死ヲ來スニハアマ リニ少量ニ失 シ,爲 ニ抗原再注射 ヲ行フモ過敏症ヲ發起セザルモノナルべシ.

由 來過敏症 ノ發 生機轉 ニ關 シテハ,細 胞説 及 ビ體 液説 ノ兩説 ア リテ,甲 論乙駁互 ニ論議 シ未

ダ歸 スル所 ヲ知 ラズ.此 時 ニ當 リ余 ノ實 驗成績 ハ,細 胞説 ノ決 シテ捨 ツベカ ラヂル ヲ有カ ニ立

證 スル モノナ リト信 ズ.

能働性過敏症實驗 ニ於テハ,血 清中ニ沈降素 ヲ證明 シ得ザルニ拘 ラズ,抗 原 ノ再注射ニヨリ

過敏症 ヲ起スコ ト往 々ア リ,從 來之ヲ以テ沈降素 ト過敏性抗體 トハ同一ナラザル一證 トセラレ

タ リ.然 レドモ被働性過敏症 ニ在 リテハ,未 ダ斯 ル事實 ハ認 メラレザ リキ.余 ハ分離沈降素 ヲ

用 ヒテ被働性過敏症 ニ於テモ同一事實 ノ存在 シ得ルヲ證明 シ得タ リ.從 ツテ能働性過敏症ニ於

クル此現象ハ,沈 降素 ノ産生尚ホ多量ナラズ悉ク細胞 ニ固着 シ,未 ダ血中ニ遊離 スルニ足 ラザ

ル状態ニアルモノ ト解 スベク,何 等沈降素 ト過敏性抗體 ト同一ナラザル立證 トハナラザルモノ

ニシテ,從 來疑問 トセラレタル抗體多種説 ノ一論據 ヲ解決 シ得タルモノ ト信ズ.先 人ニヨリテ

被働性過敏症 ニ於ケル此現象 ノ證明困難ナ リシバ,細 胞感作能力ノ微弱ナル原免疫沈降素ヲ使

用 セル爲 ナルべ シ.

余 ハ前述來 ノ各實驗ニ徴 シ沈降素ノ細胞感作能力ハ

能働的 ニ作 リタル沈降素>感 作分離沈降素>感 作原免疫沈降素 ノ順序ニアルモノト思考 ス.

尚ホ海〓血液中ノ微量沈降素檢査ニ當 リ注意スべキハ,健 康海〓血清ニ在 リテモ沈降原ノ多少古キ場合

ハモトヨリ,然ラザル時ニ於テモ,往々抗原及ビ血清ノ著シク濃厚ナル部分ニ於テ,非特異性ノ反應ヲ現ス

コトアリ,故ニ檢査ノ際ハ健康血清ノ對照ヲ置ク外,血清ヲ非働性ニ爲ス等細心ノ注意ヲ拂フノ要アリ.

第3節　 酸 及 ビ「アル カ リ」ニ對 スル 抵 抗 ニ就 テ

原免疫沈降素及ビ分離沈降素 ノ酸及 ビ「アルカ リ」ニ對スル抵抗力ヲ比較實驗セリ.總 テ膠質ハ之等藥物

ノ作用ニ對 シ,保 護的ニ作用スルハ周知 ノ如シ,依 リテ抵抗 力ヲ比較セント欲セバ,兩 者ノ蛋白含量及ビ沈

降素價ヲ同一 トナシ,之 ニ同量ノ酸,「アルカ リ」ヲ作用セシムルニアラザ レバ正鵠 ヲ期シ難 シ.余 ハ本試驗
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ニ於テ之ヲ顧慮シ,分 離沈降素液 ノ蛋白含量ヲ測定シ,其 濃度ニヨリ或 ハ原免疫 沈降素ヲ稀釋シ,或 ハ分離

沈降素ヲ適當濃度ノ正常家兎血清食鹽水溶液ヲ以テ倍量ニ稀釋シ,其 蛋白含量及ビ沈降素價ヲ同一 トセ リ.

分離沈降素液 ノ蛋 白含量 ノ測定ハ, 1914年 飯村氏 ノ報告ニ基キ,最 近山崎氏ノ賞用セル黄色血滷鹽法 ヲ用

ヒタリ.即 チ正常家兎血清及ビ分離沈降素液 ヲ生理的食鹽水ヲ以テ順次倍數稀釋 シ,各 稀釋液1ccニ 醋酸1

滴 次デ局方20倍 麦色血滷羅溶液1滴 ヲ加へ,之 ヲヨク振盪セル後,互 ニ兩者ノ溷濁度ヲ比較 シ,兩 者ノ溷

濁度同一ナル稀釋度ヲ見出シ,之 ヨリ蛋白含量ヲ算定セルモ ノトス.

第1項　 酸ニ對 スル抵抗試驗

抗卵白沈降素,抗 大腸菌沈降素及 ビ其分離沈降素ヲ用 ヒ,酸 ハN/10鹽 酸 ヲ使用 シ,一 定時間

室温ニ於 テ作用 セシメ,同 量 ノN/lO苛 性「ナ トロン」ヲ以テ中和後,沈 降素價ヲ測定セリ.實

驗成績 ハ第8表 及 ビ第9表 ノ如 ク.明 カニ分離沈降素 ノ抵抗力大ナルヲ示 セリ.

第8表　 沈降素ノ鹽酸ニ對スル抵抗試驗

(抗 卵 白 沈 降 素)

鹽 酸 作 用24時 間(沈 降 素 液1.0+N/10鹽 酸0.25+0.85%食 鹽 水0.5)檢 査 直 前N/10 NaOH. 0.25ヲ 加 フ

對 照(沈 降 素 液1.0+0.85%食 鹽 水0.5+N/10鹽 酸0.25+N/10苛 性 「ナ ト ロ ン」0.25 )

1.原 免疫沈降素ハ抗卵白免疫血清(稀 釋法沈降素價1,200)ヲ 生理的食鹽水 ヲ以テ15倍 ニ稀釋セルモ

ノトス.
2.分 離 沈降素液ハ稀釋法沈降素價160蛋 白含量1/30ヲ10%正 常家兎血清 ヲ以テ倍量ニ稀釋セルモノ

ト ス.
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第9表　 沈降素 ノ鹽酸 ニ對 スル抵抗 試驗

(抗 大 腸 菌 沈 降 素)

鹽 酸 作 用24時 間(蛋 白 含 量1/10)

對 照

備 考 檢 査 法

第2項　 「アル カ リ」ニ對 スル抵抗 試驗

前項酸ニ對スル抵抗試驗 ト同一方怯 ヲ以テ, N/10苛 性 「ナ トロン」ニ對スル抵抗 ヲ抗卵白沈降素及ビ抗牛

血清沈降素 ニ就キ分離セルモノト.然 ラザルモノヲ比較檢査セ リ.其 成績ハ第10,第11表 ノ如 シ.
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第10表　 抗卵白沈降素 ノ「アルカ リ」ニ對 スル抵抗試驗

「ア ル カ リ」作 用6時 間(沈 降 素 液1.0+N/10苛 性 「ナ ト ロ ン」0.5,檢 査 直 前N/10鹽 酸0.5ニ テ 中 和)

對 照 (
1.沈 隆 素 液1.0+N/10苛 性 「ナ ト ロ ン」0.5+N/10鹽 酸0.5,混 和後 直 ニ

2.沈 降 素 液1.0+0.85%食 鹽 水1.0, 6時 間 後 )

1.原 免疫血清 ハ抗卵白血清(稀 釋法沈降素價800)ヲ 生理的食鹽水ヲ以テ10倍 ニ稀釋 ス.

2.分 離 沈降素液ハ稀釋去沈降素價160,蛋 白含量1/30ヲ16.6%正 常家兎血清稀釋液ヲ以テ倍量ニ稀釋

セルモノトス.
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第11表　 抗牛血清沈降素ノ「アルカ リ」ニ對 スル抵抗試驗

「ア ル カ リ」作 用6時 間(沈 降 素 液1 .0+N/10苛 性 「ナ ト ロ ン」0.5,檢 査 直 前N/10鹽 酸0.6ニ テ 中 和)

對 照 (
1.沈 降 素液1.0+N/10苛 性 「ナ ト ロ ン」0.5+N/10鹽 酸0.5,混 和 後 直 ニ

2.沈 降 素 液1.0+0.85%食 鹽 水1.0, 6時 間後 )

原免疫血清ハ抗牛血清免疫血清(稀 釋法沈降素價1.600)ヲ 生 理的食鹽水ヲ以テ10倍 ニ稀釋 セルモノトス.

即 チ「アルカ リ」ニ對 スル抵抗 ニ於テ モ,分 離沈降素 ハ遙 ニ原免 疫沈降 素 ニ比 シ強大 ナル ヲ證

明 セ リ.

第3項　 酸,「 アル カ リ」ノ沈降 素破壊作用 ニ及 ボス蛋 白含量 ノ影響

沈 降素溶液 ニ酸,「 アル カ リ」ヲ作用 セ シメタル際,同 時 ニ含 マ レタル蛋 白 ガ保 護膠質 的 ニ働

キ,其 作用 ヲ減弱 セ シムベ キハ想 像ニ難 カラズ ト雖,尚 ホ之 ヲ實驗的 ニ確 認 スベ ク次 ノ檢 査 ヲ

行 ヘ リ.

抗 大腸菌血清或ハ抗牛免疫血清ヲ, 1ハ 生理的食鹽水ヲ以テ,他 ハ正常家兎血清ヲ以テ同一ニ稀釋 シ,是

レニ同量 ノ酸或ハ「アルカリ」ヲ加へ,一 定時間作用セシメタル後,各 中和シ,其 沈降素價 ヲ測定セ リ.其 成

績ハ第12表 ノ如ク,蛋 白含量大ナル沈降素液ニテハ,明 カニ著明ナル保護作用ヲ認ムルヲ得 タリ.
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第12表　 酸,「アル カリ」ノ沈降素破壊作用 ニ及ボス蛋白含量ハ影響

從來分離凝集素ハ酸,「アルカ リ」等 ニ對 スル抵抗 カヲ,原 免疫凝集素 ト比較 セル諸家ハ研究

ハ,免 疫血清 ト,之 ニ比 シ著 シク蛋白含量少キ分離凝集素液ヲ其儘 ニテ,而 モ凝集素價ヲ同一

ナラシムル コトナク實驗 セリ.從 テ兩者ハ抵抗 ニ差異ナキカ,或 ハ却テ原免疫凝集素ニ於 テ大

ナルガ如 キ,反 對 ノ成績ヲ得タルハ蓋 シ當然ナ リトス.

第4節　 沈 降素 ノ「トリプ シン」消 化 ニ就 テ

第1項　 「トリプシン」ニ就テ

血清蛋白ハ消化酵素ニ對シ著 シク抵抗性ヲ有ス,故 ニ血清蛋白 ト離ルペカラザル關係ニアル免疫體 ハ消

化試験ニ於テハ,極 メテ強キ消化力ヲ有スル酵素ヲ用 ビザルベカラズ.余 ハ牛膵ヨリ製セル極 メテ強大ナル

消化カヲ示セル「トリプシソ」ヲ選ベリ.今Fuld-Grossz氏 ハ「カゼイン」法ニヨリ測定セル浦化力ヲ示セバ第

13表 ハ如 シ.
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第13表　 「トリブシン」效價測定

「ト リプ シ ソ」ハ 自 製 トス

第2項　 沈 降 素 消 化 試 驗

原免疫血清ヲ56℃30分 加 温非働性 トナシ,抗 「トリプシン」ヲ著シク減弱セシメタル後.生 理的食鹽水ヲ

以テ適當 ニ稀釋 シ,他 方分離沈降素液ヲ所要%量 ノ正常家兎血清(56℃30分 加温)稀 釋液ヲ以テ稀釋 シ,兩

者 ハ沈降素價及ビ蛋白含量ヲ同一 ナラシメ,之 ニ10%「 トリプシン」液 ハ等量ヲ加ヘ, 37℃ 孵槽 ニ於テ6時

間作用セシメ,後 沈降素價ヲ測定セ リ.其 成績ハ第14,第15表 ハ如 ク,原 免疫沈降素及 ビ分離沈降素共ニ

「トリプシン」ニヨリ消化セラルルヲ認ムルモ,分 離 沈降素ハ其度低ク,明 カニ其抵抗カハ大ナルヲ證明セ

リ.

第5節　 分 離 抗 大腸 菌 沈 降素 ノ類 屬 反 應 ニ就 テ

免疫 血清ヨリ分離 セル沈降素ノ類屬反應 ガ,原 血清 ハソレニ對シ如何ナル關係ニ在ルヤハ,頗 ル興味深キ

問題ナ リレス.余 ハ抗大腸菌免疫血清 ヨリ,或 ハ主抗 原ヲ以テ,或 ハ副抗原ヲ以テ吸牧後,某 結 合物ヨリ沈

降素 ヲ分離 シ,主 抗 原ハ外「チブス」菌,「バラチプス」A, B菌 及 ビ他株大腸菌 ノ各浸出液 ヲ用サテ類屬反應

ヲ檢査セ リ.其 成績ハ第16,第17,第18,第19表 ハ如 シ.
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第14表　 分離抗牛沈降素ハ「トリプシン」消化

「ト リプ シ ン」消 化6時 間(各 沈 降 素 液0.5+10%「 ト リブ シ ン」液0.5)

對 照37℃6時 間(各 沈 降 素 液0.5+0.85%食 鹽 水0.5)

1.原 免疫沈降素ハ抗牛免疫家兎血清(稀 釋法沈降素價3.200)ヲ 生 理的食鹽水 ヲ以テ80倍 ニ稀釋ス.

2.分 離 沈降素ハ同沈降素價1:80蛋 自含量1/200ヲ2%正 常家兎血清稀釋液ヲ以テ倍量ニ稀釋 シ蛋白

含量ヲ1/80ト ス.
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第15表　 分離抗牛沈降素ハ「トリプシン」消化

「ト リプ シ ン」消 化6時 間(各 沈 降 素液0.5+10%「 ト リプ シ ン」液0 .5)

對 照37℃6時 間(各 沈降素液0.5+0.85%食 鹽水0.5)

原免疫沈降素ハ抗牛家兎免疫血清(稀 釋法沈降素價1.200結 合 帶1:500)ヲ0.85%食 鹽水ヲ以テ30倍

ニ稀釋セルモハトス.
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第16表　 分 離 沈 降 素 ハ 類 屬 反 應

(主 抗 原 ヲ 以 テ 吸 牧 ハ 場 合)

抗大腸菌(O)免 疫 家兎血清4.0ccニ 同大腸菌濾液8.0ccヲ 結 合.蒸 餾水ニテ56℃30分 作用分離 セルモノトス.
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第17表　 分 離 沈 降 素 ハ 類 屬 反 應

(主 抗 原 ヲ 以 テ 吸 收 ノ場 合)

抗大腸菌(O)免 疫 血清4ccニ 同大腸菌慮液8ccヲ 加 へ結合,蒸 餾水ニテ56℃30分 作用セシメ分離 ス.
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第18表　 分離沈降素ハ類屬反應檢査成績総括

(主 抗 原 ヲ 以 テ 吸 收 ハ場 合)

第19表　 沈降素吸收試驗竝分離沈降素(副抗原ヲ以テ吸收)ハ類屬反應
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結合37℃2時 間　 分離.蒸 餾水 「メヂウム」中ニテ56℃30分
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上記成績 ニ就キ少シク所見ヲ述ベン.

第1項　 抗大腸菌免疫血清ハ類屬反應ニ就テ

Uhleuhuth氏 法 ヲ以テ測定セル沈降價ハ,主 沈降原タル大腸菌最モ高ク, 「チブス」菌 「パラチブス」A菌

之ニ亞ギ,常 ニ其1/2ニ シテ,「バラチブス」B菌 ハ更ニ低ク,他 株大腸菌ハ尚ホ一層低シ.然 ルニ之ヲ免疫

體稀釋法ヲ以テ檢 スレバ,「バラチブス」B菌 ニ對シテハ著シク低價ナルモ,大 腸菌,「 チブス」菌,「 パラチ

ブス」A菌 ニ對シテハ殆 ド同價ナルハ注目ニ値 スベシ.是 レ本血清ハ頻囘免疫ニヨリ得 タルモハナルヲ以テ,

比較的多量ナル副抗原ニ對スル副沈降素亦著シク産生セラレ,殆 ド主沈降素 ト同量ニ達セルモハナルベシ.

他株大腸菌 ニ對 シテハ沈降素價一層低ク,從 來唱 ヘラレタル如 ク,大 腸菌ハ菌株毎ニ特異性アリトノ読ニ一

致セ リ,而 シテ結合帶ハ概 ネ「ウ」氏法沈降價ニ比例 シ,副 沈降素ニ於テ低キヲ見ル.

第2項　 主抗 原 ヲ以 テ吸收,分 離 ハ際 ニ於 ケル類 屬反應

主抗原タル大腸菌(O)ヲ 以 テ,免 疫血清中 ハ沈降素ヲ結合セシメ,其 結合物ヨリ再ビ沈降素ヲ分離 シ,其

主,副 反應 ヲ檢査セル成績ハ,免 疫體稀釋法ヲ以テ セバ,副 沈降反應モ亦原免疫沈降素 ノソレト全 ク同一比

例ニ在リ,即 チ分離 沈降素ハ其特異性ニ於テ,何 等原免疫沈降素 トノ差異ヲ認ムル能ハザ リキ.

「ウ」氏法沈降價ハ,沈 降素 ハ抗原 ト結合後 ニ於テモ尚ホ多量ハ沈降素ヲ残存セルニ拘ラズ,全 部分離セラ

レタルガ如 キ觀 ヲ呈 シ,其 不合理 ニシテ沈降素 ハ量的關係ヲ示サザルハ,竝 ニ於テモ亦一見明瞭ナ リトス.

第3項　 副抗 原 ヲ以 テ吸收,分 離 ノ際 ニ於 クル類 屬反應

副抗原ヲ以テ免疫血清 ノ吸收ヲ行ヘバ,副 沈降素 ハミ吸收セラレ,主 沈降素ヲ純粹 ニ残存スベシトハ,

 Askoli等 ハ試験管内飽和吸收試驗 ハ教フル所ナ リ,故 ニ副沈降原ヲ以テセル沈降物ヨリ沈降素ヲ分離セバ,

副 沈降原ニハミ反應スル特異性ノ沈降素 ヲ得 ラベキ筈ナリ.然 ルニ余ノ抗大腸菌血清ヨリ,「チブス」菌ヲ以

テ吸收,分 離 ヲ行ヘル實驗成績ハ全ク此期待ニ反セリ.即 チ結合後ノ上清ニ於ケル沈降反應ニ見ルモ明カナ

ル如 タ,副 沈降素 ト共ニ主沈降素モ亦吸收セラレアリ,唯 僅 ニ主沈降素ハ吸收少キハミ,從 ツテ分離沈降素

ニ於テモ,主 副沈降原ニ對シ殆 ド同一程度 ハ反應ヲ呈シ,極 メテ僅ニ副沈降反應 ハ高キヲ示セルニ過 ギズ,

故 ニ吸收ニ用フル副沈降原ノ量ヲ適當ニセバ,稍 々良好ナル成績ヲ收ムベシト雖モ,到 底全然特異性ナル沈

降素 ヲ得ルコトハ望ムベラカラズ.

之 ヲ要 スル ニ,分 離 沈降 素ハ主 沈降原 ヲ以 テ,或 ハ副沈 降原 ヲ以 テ吸收,分 離 ヲ行 フ ト否 ト

ヲ問ハズ,其 特 異性 ニ於 テハ原免疫 沈降素 トハ間ニ著 シキ差 異 ヲ認 ムル能 ハズ.

第6節　 分 離 抗 大 腸 菌 沈 降素 ハ毒 力 ニ 就 テ

分離沈降素液ハ蛋白含量著 シク少キハミナラズ,抗 原移行量亦極メテ僅微ナルヲ以テ,原 免疫血清ニ比シ,

動物 ニ對スル毒性 ノ弱キハ想像ニ難 カラザル所ナリトス.體 重約12gノ 「マウス」ハ尾靜脉ニ,原 免疫血

清(沈 降素價1:400)0.25ccヲ 注射スルニ4時 間, 0.5ccヲ 注射セパ約2時 間後 ニ死亡スルモ,分 離沈降素

液(1:40)ハ 其0.5ccヲ 注射スルら24時 間ヲ絶過スルモ何等ハ症状ナク生存 シ,其 毒性ハ微弱ナルヲ示セ

リ.
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第4章　 総括及 ビ考按

全實驗成績 ヲ總括 シ,弦 ニ2, 3ハ 考察テ加ヘ ント欲 ス.

1.分 離沈降素ニヨル被働性過敏症 ハ最少感作量及 ビ最短潜伏期 ニ就 テ

完全 ナル被働性過敏症 ヲ發現セシムルニ要 スル最少沈降素量及 ビ同量ヲ以テ感作 セル場合 ノ

最短潜伏期 ヲ,原 免疫抗 大腸菌沈降素竝同分離沈降素ニ就キ比較實驗 セル ニ,最 少感作量ハ靜

脉内感作 ノ場合 ハ,潜 伏期24時 間ニテハ殆 ド差異ナキモ,同6時 間ニテハ4:1,腹 腔感作ニ

在 リテハ,潜 伏期24時 間ニハ5.5:1,同72時 間ニテハ4:1,皮 下感作ニ在 リテハ,潜 伏期72

時間ニテ5:1ハ 著 シキ相違 ヲ認 メタ リ.即 チ分離沈降素ハ原免疫沈降素 ニ比 シ,頗 ル少量ニ

テ足ルヲ證明セ リ.

更ニ潜伏期 ハ關係ヲ見ルニ,原 免疫沈降素及 ビ分離沈降素ハ120單 位ヲ以 テ海〓 ヲ靜脉内感

作 セバ,前 者ハ潜 伏期24時 間 ヲ要 スルニ,後 者ハ18時 間 ニテ足 レリ.又200單 位 ヲ以テ セバ,

前者 ハ18時 間ニ對 シ,後 者ハ6時 間ニテ十分ナ リ.更 ニ過敏症 ヲ起スニ足ル最少量 ヲ以テ腹腔

感作 スルニ,分 離沈降素ハ72時 間ノ潜 伏期 ニテ克ク海〓 ヲ斃 シ得ルモ,原 免疫沈降素ハ潜伏期

尚ホ不足ナルヲ示 セリ.

斯 クハ如ク,分 離沈降素ハ感作量 ニ於 テ少量ニテ足 リ.且 潜伏期短キハ,果 シテ何 ニ基因ス

ル ヤ.余 ハ之 ヲ分離沈降素ハ細胞感作力 ノ強大ニ歸 セント欲 ス.靜 脉内感作,潜 伏期6時 間,

腹腔感作潜伏期72時 間ニ於ケル,海〓流血中ハ沈降素量ハ常 ニ同單位ヲ以テ前處置 セルニ拘ラ

ズ,分 離沈降素ニ於 テ少ク,而 モ過敏症 ハ嚢現顯著ナルハ,此 間ノ消息ヲ語ルモハト云フベ シ.

或ハ分離沈降素ハ細胞感作力強キハ,蛋 白含量僅少ナル爲ナ リト論ズルモノナキニ非ザルベ シ.

然 レドモ,海 〓感作 ハ際 ハ原免疫血清ヲ分離沈降素 ト同量 ニ生理的食鹽水 ヲ以テ稀釋セルヲ以

テ,個 々 ハ實驗例ヲ見 レバ,寧 ロ原免疫沈降素ニ於テ蛋白含量少キモハア リ。然ルニ實驗成績

ハ終始一貫分離沈降素ハ細胞感作力ノ強大ナルヲ示 セリ.故 ニ之ヲ蛋白含量ニ原因 セリト認ム

ル能ハズ.分 離沈降素自身ノ特性 ト解 セザルベカラズ.最 近Hallauer u. Franceschetti氏 ガ,

凝集素含有「グロプリン」液ハ,其 原免疫血清 ヨリモ,眼 前房ヘノ透過性 大ナルラ證明セルハ,

余 ハ成績 ト聊 力相通 ズルモハアルヲ覺 ユルモハナ リ.

2.被 働性過敏症 ハ潜 伏期ニ就テ

被働性過敏症 ニ於 テ潜伏期 ヲ要 スルハ, Nicolle, Otto, Friedemann等 ニヨリ,被 働性過敏

症ノ發 見以來知 ラレタル事實ナ リ.而 シテ潜伏明ハ感作ニ使用セル過敏性抗體ノ量 ニ關係スル

ハ明カニシテ,最 近景山氏ハ高價 ナル沈降素血清ヲ用 ヒテ,之 ヲ5分 間 ニ短縮 セリ.最 少感作

量ヲ使用セバ,幾 何時間ノ潜伏期ニテ足ルヤハ,從 來過敏性抗體 ノ正確 ナル量的測定不能ナ リ

シヲ以テ確實ナルモノナシ. Doerr u. Russハ 靜脉内注射 ニテハ12時 間, Pfeifferハ 腹腔感作

ニ於 テ異種血清 ニテハ3日 ヲ要 ストナシ,杉 田氏ハ靜脉,腹 腔感作共 ニ24時 間ヲ良好ナ リトナ
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セリ.余 ハ沈降素一過敏性抗體 ノ量的測定ニ,一 紀元ヲ劃 セル緒方博士ノ免疫體稀釋法ヲ以 テ

之ヲ檢査 シ,潜 伏期 ト最少感作量 ノ關係 ヲ實驗 セルニ,原 免疫血清ニ在 リテハ,最 少感作量 ヲ

以テ前處置セバ,靜 脉内感作 ニテハ24時 間,腹 腔感作 ニテハ72時 間ヨリ,尚 ホ少 シク長キヲ

要スルテ證明セ リ.

3.感 作海〓 血液中ニ,沈 降素ヲ證明セザル時期 ニ於 ケル過敏症ニ就 テ

能働性過敏症實驗 ニ於 テハ,往 々血中沈降素ヲ證明 セザルニ拘 ラズ,抗 原再注射 ニヨリ過敏

症死ヲ來スコ トア リ,此 事實 ハ從來過敏性抗體 ト沈降素 トハ別物ナ リトノ一論據 トセラレタ リ.

然 レドモ未 グ被働過敏症 ニ於 テハ證明 セラルルニ至ラザ リキ.余 ハ原免疫沈降素 ニ比 シ,細 胞

感作力強大ナル分離沈降素ヲ以テ海〓 ヲ感作 シ,血液中ヨリ確實 ニ沈降素ヲ證明セザルニ至 リ,

抗原再注射 ヲ行 ヒ,定型的過敏症ノ發現スルヲ證明セリ.是 ハ抗體 ガ血液中ヨリ消失 スルモ,尚

ホ過敏症發現 ニ必要 ナル量 ハ細胞 ニ沈着セルガ爲ニシテ,決 シテ兩抗體 ノ別物ナルヲ證 スルモ

ノニ非ズ,寧 ロ同一ナルヲ語ルモノナ リ.從 來諸家ノ實驗 ガ成功ニ至ラザ リシバ,細 胞感作力

ノ弱キ原免疫沈降素 テ使用 セル爲,血 液中ヨリ沈降素 ノ消失 ヲ待テバ,細 胞ニ沈着セル抗體 モ

一部共 ニ排泄 セラレ,過 敏症發現ニ不足 ヲ來 スガ爲ナリト思考 ス.

4.過 敏症ノ發現機轄 ニ就テ

由來過敏症 ノ發現ニ就テハ,細 胞説 ト體液説 ノ兩説アリテ互 ニ之 ヲ主張 シ,兩 々相對峙 シテ

讓ラズ.未 ダ歸 スル所 ナシ.余 ハ海〓 ノ腹腔内ニ分離沈降素テ注射 シ,毎 日採血,沈 降素ヲ檢

セルニ, 24時 間後最モ多ク,次 デ逐 日減少 セルヲ認 メタ リ.然 ルレニ過敏症 ノ發現 ハ,之 ニ反 シ

24時 間ハ弱 ク,第3日 ニ最 モ強大ナ リ.又 分離沈降素 ト原免疫沈降素 トノ潜伏期比較試驗ニ於

テモ,細 胞 ニ多量 ニ沈着 シ,血 液中ニ少量ナル分離沈降素 ノ方,却 テ過敏症 ノ發現顯著ナルヲ

見タ リ.更 ニ分離沈降素ヲ以テ腹腔感作 シ,最 早血液中ニ沈降素ヲ證明 セザル時期ニ於テモ,

克ク過敏症 ヲ起 スヲ證明 セリ.之 等 ノ事實ハ,過 敏症ノ發現ニ向ツテハ,細 胞 ニ沈着 セル抗體

ノ主要ナル役目ヲ演ズルヲ語ルモノナ リ.

嘗テIwanoff亦 一定量 ノ免疫血清テ以テ海〓ヲ感作 シ,一 定 ハ潜伏期後ハ,自 己ハヨク再注

射 ニヨ リ被働性過敏症 ヲ起 シ得ルモ,其 血清3.0ccヲ 以テ第2海 〓 ヲ感作 シ得ザルヲ以テ,第1

感作海〓流血中ニハ沈降素ナク,從 ツテ血中遊離抗體ハ過敏症ノ發現ニハ關與 セザルモノナ リ

トセ リ.然 レドモ,同 氏ハ其血清中抗體 ノ存否ヲ直接檢査 セズ.且 第2感 作海〓 ニ過敏症發現

セザル ノ故 ヲ以 テ,必 ズシモ感作ニ使用 セル血清中ニ沈降素ノ皆無ナル立證 トハナラズ.何 ト

ナレバ,過 敏症 ノ發現 ニハ一定量 ノ抗體感作ヲ要 シ,ソ レ以下ニテハSchockヲ 發來 セザルヲ

以テナ リ.依 ツテ同氏ノ證明方法ハ,未 ダ必ズシモ確實ナルモノナ リト稱 シ難カ リシヲ遺憾 ト

ス.

5.分 離沈降素 ノ酸「アルカ リ」ニ對 スル抵抗ニ就テ

免疫體 ニ對 シ,酸 或ハ「アルカリ」等 ヲ作用 セシムルニ當 リテハ,同 時 ニ含マ レタル蛋白質ガ
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保護膠質的 ニ作用 スベキハ想像ニ難 カラザルノミナラズ,余 ハ實驗的 ニ濃厚ナル蛋 白溶液ハ,

稀薄 ナルモノニ比 シ酸,「 アルカ リ」ノ作用 ニ對 シ,著 シク沈降素ヲ保護スルヲ證明セリ.故

ニ原免疫抗體及 ビ分離抗 體ノ,之 等樂物ニ對 スル抵抗 ヲ比較檢査 セン ト欲 セバ,其 蛋白含量竝

「チーテル」ヲ同一ナラシメ置クヲ要ス.先 輩諸氏 ハ原免疫凝集素及 ビ分離凝集素ノ,酸,「 アル

カ リ」 ニ對 スル抵抗試驗ハ,此 點 ニ顧慮 スルコ ト少 ク,原 免疫凝集素 トシテ蛋白含量大ニシテ

凝集價 ノ高キ免疫血清 ヲ其儘使用 セリ.從 ツテ抵抗殆 ド同一ナルカ,或 ハ却 テ原免疫凝集素ノ

抵抗大ナル ガ如 キ成績 ヲ得タルハ蓋 シ當然ナ リトス.余 ハ兩者 ノ蛋 白含量及 ビ沈降素價 ヲ豫 メ

同一 トナ シ實驗 ヲ行ヘルニ,明 力ニ分離抗 大腸菌沈降素,同 抗卵白沈降素及 ビ抗牛血清沈降素

共 ニ,其 抵抗夫々原免疫沈降素 ニ比 シ,著 シク強大ナルヲ證明 セリ.

6.分 離沈降素 ノ「トリプシン」消化 ニ就 テ

原免疫沈降素及 ビ分離沈降素ハ蛋白含量及 ビ沈降素價 ヲ同一 トシ,之 ニ消化力張キ 「トリプ

シン」 ノ同一量 ヲ加へ,一 完時間作用 セシムルニ,共 ニ消化 セラルルヲ見タ リ.然 レドモ分離

沈降素ハ消化 セラルルコ ト少 ク,原 免疫沈降素 ニ比 シ其抵抗勝 レルヲ實驗 セリ.嘗 テ内田氏ハ

分離凝集素及 ビ分離溶血素ノ 「トリプシン」消化 テ行 ヒ,其 消化ヲ認 メザ リシモ,同 氏 ハ單ニ

「カゼイン」液 ニ對スル 「トリプシン」ハ消化力 ヲ測定 シ,其 蛋白量ヲ基準 トシ,分 離抗體液ノ

蛋白量 ヨリ算定セル 「トリプシン」量 ヲ使用 セリ,然 レドモ血清蛋白ハ他蛋 白ニ比 シ,「トリプ

シン」ニ對 スル抵抗強大 ナルヲ以テ,其 「トリプシン」量 ハ少量 ニ失 シ,爲 ニ抗體 ノ消化ヲ見ル

ニ至ラザ リシニアラザルカ.

7.分 離抗大腸菌沈降素 ノ類屬反應ニ就テ

抗大腸菌免疫沈降素ハ免疫體稀釋法ヲ以 テ檢スルニ,「チブス」菌,「 パラチブス」A, B菌 等

ニ對 シ,著 明ナル類屬反應 ヲ呈ス,而 シテ免疫血清 ヨリ,或 ハ主抗原 ヲ以テ,或 ハ副抗原ヲ以

テ,吸 收分離 ラ行ヘル沈降素ハ,果 シテ如何ナル特異性 ヲ保有スルヤハ,頗 ル興味アル問題 タ

リ.余 ノ實驗成績ハ主抗原 ヲ以テ吸收,分 離 セル場合ハ,常 ニ原免疫血清 ト同程度 ニ類屬反應

ヲ呈スルヲ見タ リ.副 抗原ヲ以テセル場合 ト雖 モ,僅 ニ當該副抗原 ニ對 シ沈降素價高ク特異性

優 レルモ,亦 他抗原ニ對 シテモ相當強度(原 結合帶)ニ 反應 セリ.即 チ全ク一抗原ニノミ反應 シ,

他種 抗原 ニ反應 セザル,極 メテ特異性ナル抗體 テ得ルコト能 ハザ リキ.

尚ホ原免疫血清 ヨリ沈降素ノ吸收 ニ當 リ注意 スベキハ,副 沈降原 ヲ以テ吸收 スルモ主沈降素

亦同時ニ物理的ニ著 シク沈降 シ,原 血清 ヨリ減少 スルノ事實ニシテ, Ascoli氏 試驗管内吸收試

驗モ亦決 シテ絶對的ノモノニアラザルヲ證明スルモノ ト云 フベ シ.此 事實ハ岡本氏 ガ,最 近沈

降反應 ニヨル臓器特異性 ノ實驗ニ當 リテ,認 メタル所 卜一致スルモノナ リ.

第5章　 結 論

1.分 離抗大腸菌沈降素ヲ以テスル,海 〓被働性過敏症實驗ニ於テ,次 ノ事實 チ認 メタリ.
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イ.靜 脉,腹 腔竝皮下感作 ノ何 レニ在 リテモ,潜 伏期 ヲ同一 トセバ,分 離沈降素ハ原免疫沈

降素ニ比 シ,海 〓感作 ニ要 スル沈降素量ハ著 シク少量 ニテ足ル.

ロ.海 〓 ヲ同一單位 ヲ以テ,靜 脉或ハ腹腔感作 スルニ,分 離沈降素ハ原免疫沈降素 ニ比 シ潜

伏期短少ナリ.

ハ.分 離沈降素 ヲ以テ海〓 ラ腹腔感作 セバ,一 定潜 伏期後血液中ニ沈降素ヲ證明 セザルニ至

ルモ,抗 原再注射 ニヨリ尚ホ克ク過敏症 ヲ惹起ス.

ニ.分 離沈降素ハ原免疫沈降素ニ比 シ,細 胞感作力著 シク強大ナ リ.

ホ.過 敏症 ラ惹 超スベキ最少量ヲ以テ前處置セル場合 ノ潜伏期 ハ,分 離沈降素ニ在 リテハ,

靜脉内感作18時 間,腹 腔感作72時 間ニテ最適 ニ達 シ,原 免疫沈降素ニ在 リテハ,靜 脉内感作

24時 間,腹 腔感作 ハ72時 間ヨリ尚ホ少 シク長キヲ要ス.

2.分 離沈降素ハ原免疫沈降素ニ比 シ,酸,「 アルカ リ」竝 「トリプシン」等 ニ對スル抵抗強

シ.

3.分 離 抗 大腸菌沈 降素 ノ類 屬反應 ハ原 免疫 沈降素 ト大差 ナ シ.

4.分 離 抗 大腸菌沈 降素液 ノ毒性 ハ原免疫 血清 ニ比 シ著 シク微弱 ナ リ.

擱筆 ニ當 リ,終 始御懇篤ナル御指導 ト,本 稿御校閲ノ勞ヲ賜 リタル,恩 師緒方教授ニ對 シ衷心感謝 ノ

意ヲ表ス.　(5.2.12.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Studien uber die isolierten Bakterienprazipitine.

Von

Hisao Haku.

Aus dem hygienischen Institut der Universitat Okayama , Japan
(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Eingegangen am 12. Februar 1930.

Verfasser stellte mit isoliertem Bakterienprazipitin (Antikoliprazipitin) Untersuch

ungen an uber die passive Anaphylaxie, besonders uber die zur Sensibilisierung des 

normalen Meerschweinchens erforderliche Menge isolierten Prazipitine und uber die In

kubationszeit. Dabei benutzte er immer als Kontrolle Originalantiserum. Weiter ver

glich er die Resistenz der beiden Prazipitine gegen Saure, Alkali und proteolytisches 

Ferment, die Gruppenreaktion und die Toxitat der isolierten Prazipitine und des genuinen 

Immunprazipitins.

Bei der Isolierung der Prazipitine wurde das Prazipitat, welches bei der Mischung 

von Antigen und Antikorper erzeugt wurde, im Ay. dest. Medium bei 56•Ž oder in 

physiologischer Kochsalzlosung bei 65•Ž, 30 Minuten lang digeriert und die Prazipitine 

wurden wieder abgetrennt. Der Anaphylaxieversuch wurde, wie folgt, ausgefiihrt: Die 

Meerschweinchen wurden mit isoliertem oder Originalimmunprazipitin intravenos, in

traperitoneal oder subkutan sensibilisiert, dann wurden nach verschiedener Latentzeit 

die Antigene intravenos reinjiziert.

Auf Grund dieser Untersuchungen gelangte er zu folgenden Schlussen.

1. Das isolierte Prazipitin sensibilisiert Organzellen schneller und kraftiger als das 
Immunserum. Daher sind die Latentzeit und die notige Menge, um ein normales Tier 
durch typischen anaphylaktischem Schock abzutoten, beim isolierten Prazipitin kurzer, 
resp. geringer als bei Immunserum.

2. Infolgedessen erzielte er auch die passive Anaphylaxie mit Injektion von isoliertem 
Prazipitin sogar nach so langer Zeit, dass der Antikorper aus der Blutbahn verschwindet, 
ebenso wie es bei der aktiven Anaphylaxie der Fall ist.

3. Wenn die Sensibilisierung sowohl wie die Reinjektion intravenos vorgenommen 
werden, so erreicht die anaphylaktische Reagierbarkeit des Versuchstieres bei der In

jektion von isoliertem Prazipitin ihr Maximum in 18 Stunden und bei der Immunserum
injektion in 24 Stunden. Bei intraperitonealer Sensibilisierung betragt die geeignete 
Latentzeit bei ersterer 72 Stunden, bei letztere ist sie noch langer.

4. Das isolierte Prazipitin ist auch gegen Saure, Alkali und Trypsin resisteuter als 
das Immunprazipitin.

5. In Bezug auf Gruppenreaktion zeigt sich kein grosser Unterschied zwischen Im
munserum und isoliertem Prazipitin.

6. Die Toxitat des isolierten Prazipitins ist schwacher ale die des Stammserums.
(Autorejerat.)
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